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☆ 

十
二
月
例
会
に
つ
い
て 

日
時 

12
月
9
日(
土) 

午
前
十
時
～ 

会
場 

柏
原
住
民
セ
ン
タ
ー 

会
場
準
備(

敬
称
略) 

山
内
順
子
、塩
見
義
則
、
芝
本
満 

 ☆ 

忘
年
会
の
実
施 

日
時 

12
月
9
日(

土) 

午
後
一
時
半
～ 

場
所 

未
定(

柏
原
町
内
で
検
討
中) 

参
加
者
調
査 

11
月
例
会
で 

 ☆ 

一
月
例
会 

日
時 

1
月
13
日(

土) 

午
前
十
時
～ 

会
場 

柏
原
住
民
セ
ン
タ
ー 

会
場
準
備(

敬
称
略) 

森
田
尚
典
、小
島
紀
夫
、
久
保
小
枝
子 

 ◎ 

資
料
＃
21
京
都
大
火
日
記
配
布
中 

 

矢
持
副
代
表
か
ら
受
取
っ
て
下
さ
い
。 

 

◎ 

29
年
度
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
報
告 

 

10
月
14
日(

土)

午
後
一
時
半
～ 

山
南
町
慧
日
寺
に
て
参
加
者
42
名
、 

(

う
ち
当
会
員
20
名
、
1
名
招
待
者)

 

今
回
の
特
徴
は
、
資
料
用
写
真
撮
影 

    を
会
員
の
山
内
順
子
さ
ん
、
禅
宗
様
建

築
と
檜
皮
葺
の
説
明
・講
師
役
を
友
井
辰

哉
さ
ん
、
が
勤
め
て
戴
い
た
点
で
す
。 

こ
れ
ま
で
以
上
の
手
作
り
F
・
W
と

し
て
、
会
員
の
力
量
が
発
揮
で
き
た
こ
と

は
意
義
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

住
職
や
マ
ス
コ
ミ
各
社
の
広
報
協
力
も

あ
っ
て
、
会
員
外
の
参
加
者
が
多
か
っ
た

こ
と
も
特
筆
さ
れ
ま
す
。 

参
加
さ
れ
た
皆
様
、
ご
協
力
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。(

小
西
・矢
持) 

※
資
料
残
部
有
、
1
部
2

0

0
円 

     ☆ 

「
第
4
回
歴
楽
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｄ
Ａ
」 

主
催 

竹
田
地
区
自
治
振
興
会 

会
場 

竹
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

11
月
25
日(

土)

午
前
10
時
～
12
時 

テ
ー
マ
「
伊
都
伎
神
社
の
獅
子
狛
犬
」 

講
師
・ナ
ビ
ゲ
ー
タ
山
内
順
子
さ
ん 

参
加
費
５
０
０
円
、
資
料(

カ
ラ
ー)

お

菓
子
お
茶
付 

申
込
不
要 

問
合
先 

青
木
さ
ん(

０
８
０
‐３
８
２
５
‐７
５
１
３) 

 ☆ 

「
第
4
回
歴
楽
Ｔ
Ａ
M

B
Ａ 

」 

主
催 

柏
原
自
治
協
議
会 

会
場 

柏
原
自
治
会
館 

11
月
17
日(

金)

１０
時
半
～
12
時 

講
師 

白
石
雅
之
氏(

社
寺
彫
刻
研

究
者) 

テ
ー
マ
は
「
社
寺
彫
刻
で
巡
る
丹
波
」 

参
加
費
３
０
０
円
、
申
込
先
柏
原
自
治

協
議
会(

０
７
９
５
‐７
３
‐０
１
９
８) 

 ☆ 

丹
波
市
教
委
「
第
4
回
歴
史
講
座
」 

主
催 

丹
波
市
教
委
文
化
財
課 

11
月
18
日
（日
）
13:

30
～
15:

00 

会
場 

青
垣
住
民
セ
ン
タ
ー 

 

講
演
「
幕
末
期
旗
本
平
岩
氏
の
家
政

に
つ
い
て
」 

講
師
平
岩
泰
典
氏 

※ 

当
会
会
員
、是
非
、御
参
加
を 

 

 

☆ 

神
戸
大
学
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー 

「
第
15
回
歴
史
文
化
を
め
ぐ
る
地
域
連

携
協
議
会
」(

予
告) 

 

日
時 

1
月
28
日(

日)

10
時
～ 

 

於 

神
戸
大
学 

詳
細
は
次
号
発
表 

 

    ◆ 
 

篠
山
市 

森
本
恵
美
子
様 

私
は
も
と
も
と
20
代
の
頃
か
ら
神
社

仏
閣
を
尋
ね
る
こ
と
が
好
き
で
し
た
。
そ

ん
な
こ
と
か
ら
市
の
「
文
化
講
座
」
に
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
10
年
余
り
、手
伝
っ
て

き
ま
し
た
。 

そ
の
中
で
地
元
や
各
地
の
文
化
財
を

訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
す
ま
す
歴
史

探
訪
の
壺
に
は
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

古
文
書
は
そ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
に

誘
わ
れ
て
苦
手
の
文
系
に
足
を
踏
み
入

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

少
し
読
め
る
様
に
な
る
と
江
戸
の
日

常
や
村
々
の
き
ま
り
、
生
活
な
ど
を
垣

間
見
る
楽
し
み
が
で
き
ま
し
た
。
又
、
現

代
よ
り
ず
っ
と
事
細
か
に
村
々
の
下
部

組
織
ま
で
沢
山
の
記
録
を
し
て
残
し
て

い
た
事
実
は
驚
き
で
し
た
。 

昔
も
大
き
な
地
震
・津
波
な
ど
の
災
害

が
時
に
あ
っ
た
事
な
ど
の
記
録
も
四
苦

八
苦
し
な
が
ら
読
む
と
、今
に
生
か
せ
る

こ
と
も
あ
る
の
で
は
と
思
っ
た
り
し
ま

す
。 先

生
が
時
代
の
仕
組
み
や
関
連
す
る

事
柄
等
を
詳
し
く
、
沢
山
、
解
説
し
て
下

さ
る
の
も
、
と
て
も
興
味
深
く
、
楽
し
ま

せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。 

今
後
共
、
末
永
く
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。 

    丹
波
古
文
書
倶
楽
部
の
歩
み(

３) 

前
代
表 

川
口
利
和 

２
０
１
３
年
度
は
役
員
が
く
ず
し
字
読

解
に
難
渋
し
た
経
験
が
あ
っ
た
こ
と
で
、

初
心
者
向
け
に
古
文
書
講
座
テ
キ
ス
ト

の
予
習
復
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
４
月

講
座
終
了
後
に
同
一
会
場
で
役
員
が
主

に
説
明
し
、
参
加
者
が
質
問
等
を
す
る

手
法
で
開
催
し
た
の
で
す
が
、
参
加
者
が

少
な
い
こ
と
で
極
め
て
濃
密
な
会
で
し

た
。
残
念
な
が
ら
、
途
中
か
ら
初
心
者
の

参
加
が
見
込
め
な
く
な
り
、
や
む
な
く

開
催
途
中
で
終
了
と
い
た
し
ま
し
た
。

原
因
は
不
明
で
す
が
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、

小
さ
な
親
切
が
寇
に
な
っ
て
い
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。 

  
事

務

連

絡

(

高

札

場

)
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

-
-

 

自

己

紹

介

(

口

上

)
 

   

情
報
発
信(

み
ち
し
る
べ)

 

特

別

寄

稿

(

読

み
売

り) 
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ま
た
、
こ
の
年
度
は
で
き
る
限
り
早
く

同
種
地
域
団
体
と
の
交
流
を
進
め
よ
う

と
の
趣
旨
で
、
講
座
以
外
の
大
き
な
事
業

で
あ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
２
回
開
催

し
交
流
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
り
ま

し
た
。
７
月
は
氷
上
郷
土
史
研
究
会
、
１

月
は
市
島
町
史
実
研
究
会
に
お
世
話
を

い
た
だ
き
、
各
団
体
と
も
古
文
書
の
展

示
、
所
属
の
会
員
参
加
を
促
す
な
ど
絶

大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。 

７
月
の
内
容
は
丹
波
市
立
水
分
れ
資

料
館
で
の
氷
上
回
廊
・同
関
連
古
文
書
の

解
説
・鑑
賞
、
い
そ(

山
篇
に
石)

部
神
社

で
の
縁
起
等
の
解
説
・現
地
視
察
、
１
月

は
湯
長
谷
藩
丹
波
領
代
官
「
依
田
家
文

書
」
の
鑑
賞
・解
説
、
天
保
８
年(

１
８
３

７)

当
時
の
下
竹
田
村
全
景
、
安
永
元
～

３
年(

１
７
７
２
～
１
７
７
４)

間
の
竹
田

川
河
川
工
事
、
湯
長
谷
藩
代
官
所
跡
な

ど
の
解
説
・現
地
視
察
で
あ
り
ま
し
た
。 

事
業
は
①
例
月
講
座(

現
行
と
同
様

に
、
原
則
毎
月
第
２
土
曜
日
、
10:

00
～

２
時
間
、
年
12
回
、
会
場
は
主
に
柏
原
住

民
セ
ン
タ
ー)

、
②
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

(

７
月
・講
師
：
氷
上
郷
土
史
研
究
会(

氷

上
町)

会
長
、
１
月
・講
師
：
市
島
町
史
実

研
究
会(

市
島
町)

役
員)

、
③
新
年
会(

１

月)

、
④
総
会(

３
月)

で
し
た
。
倶
楽
部
発

足
後
３
か
年
経
過
し
た
こ
と
で
年
間
事

業
の
定
着
化
が
促
進
さ
れ
た
時
期
で
も

あ
り
ま
す
。
会
員
数
は
44
名
で
し
た
。 

２
０
１
４
年
度
は
前
年
度
同
様
に
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
２
回
開
催
し
ま
し
た
。

７
月
は
本
郷
古
文
書
を
読
む
会
、
１
２
月

は
柏
原
町
上
小
倉
在
住
の
飯
谷
幹
夫
氏

に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
７
月
は
本
郷

公
民
館
で
の
田
地
寄
進
状
等
の
古
文
書

解
説
・洪
水
対
策
奉
行
所
裁
定
等
の
鑑

賞
、
味
耜
高
神
社
・諏
訪
神
社
・法
長
寺
・

本
郷
舟
座
の
縁
起
等
解
説
・現
地
視
察
、

12
月
は
上
小
倉
公
民
館
で
の
村
掟
・村

絵
図
等
の
古
文
書
解
説
・鑑
賞
、
苅
野
神

社
・圓
成
寺
の
縁
起
解
説
・現
地
視
察
で

し
た
。
本
郷
古
文
書
を
読
む
会
、
飯
谷
幹

夫
氏
と
も
公
民
館
の
手
配
、古
文
書
の
展

示
、
駐
車
場
の
確
保
等
に
対
し
て
、
同
読

む
会
、
地
元
自
治
会
等
の
所
属
講
師
、
会

員
か
ら
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。 

事
業
は
①
例
月
講
座(

現
行
と
同
様

に
、
原
則
毎
月
第
２
土
曜
日
、
10:

00
～

２
時
間
、
年
12
回(

補
講
含
む)

、会
場
は

主
に
柏
原
住
民
セ
ン
タ
ー)

、
②
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク(

７
月
・講
師
：
本
郷
古
文
書

を
読
む
会(
氷
上
町)

代
表
・講
師
、
12
月

・講
師
：
飯
谷
幹
夫
氏(

柏
原
町))

、③
忘

年
会(

12
月)
、
④
総
会(

３
月)

で
ほ
ぼ

前
年
度
並
み
、会
員
数
は
39
名
で
し
た
。 

※
掲
載
写
真 

は
で
き
る
限 

り
個
人
が
特 

定
で
き
な
い 

よ
う
に
の
思 

い
で
選
定
し 

ま
し
た
が
、掲 

載
の
写
真
と 

な
り
ま
し
た
。 

寛
大
な
る
心 

で
ご
容
赦
願 

い
ま
す
。 

★
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
の
場
面(

２

０
１
３/

７) 

                 

 

                 

 

                  

    

第
１４
号
は
ク
ー
ラ
ー
の
下
で
９
月
に
、 

今
号
は
暖
房
の
下
で
二
か
月
ぶ
り
に
書

い
て
い
ま
す
。
月
日
の
経
つ
の
は
早
い
!! 

 

福
知
山
の
天
法(

株)

、
橋
本
さ
ん
と

言
う
方
か
ら
、
修
理
中
の
仏
像
か
ら
出
た

古
文
書
を
読
ん
で
と
依
頼
さ
れ
ま
し
た

が
、
全
く
歯
が
立
た
ず
、
伝
手
を
頼
っ
て

市
島
町
史
実
研
究
会
の
阪
谷
澄
雄
様
に

解
読
し
て
戴
き
ま
し
た
。
自
分
の
不
勉

強
、努
力
不
足
を
痛
感
し
た
次
第
で
す
。 

今
年
も
残
り
少
な
に
な
り
ま
し
た
が
、

来
年
こ
そ
、私
は
古
文
書
が
少
し
は
読
め

ま
す
、
と
言
え
る
レ
ベ
ル
に
な
ら
ね
ば
、

と
気
持
ち
だ
け
は
高
揚
し
て
い
ま
す
。 

★フィールドワークの場面(2014/7) 

★フィールドワークの場面(2014/12) 

 

★フィールドワークの場面(2014/1) 

編

集

後

記

(

金

棒

引

き) 


